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１
月
２
０
日(
日)
、
京
王
線
新
宿
駅
６
時
５

７
分
発
の
特
急
高
尾
山
口
行
き
に
乗
車
。
高
尾

で
７
時
４
０
分
発
の
Ｊ
Ｒ
河
口
湖
行
き
に
乗

車
。
鳥
沢
駅
に
８
時
２
０
分
着
。 

降
り
立
っ
た
の
は
、
川
名
夫
妻
、
有
倉
、
宗

像
、
奥
村
、
星
野
（
絵
）
、
和
田
、
戸
丸
の
８

名
。
駅
前
で
身
支
度
を
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す

る
。 川

名
さ
ん
は
足
の
状
態
に
不
安
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
遅
れ
て
タ
ク
シ
ー
で
梨
木
平
に

向
か
う
こ
と
に
な
る
。 

８
時
４
２
分
、
７
名
で
出
発
。
駅
前
を
真
っ

す
ぐ
北
方
向
に
進
み
甲
州
街
道
を
渡
り
、
和
菓

子
屋
さ
ん
の
左
横
を
進
ん
で
ゆ
く
。
目
の
前
に

は
扇
山
が
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
る
。
梨
木
平

ま
で
１
時
間
と
看
板
に
あ
る
。
山
を
見
な
が
ら

住
宅
の
間
を
進
ん
で
ゆ
く
。 

８
時
５
２
分
、
中
央
高
速
を
く
ぐ
る
。
数
分

で
道
が
左
に
大
き
く
曲
が
っ
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
扇
山
と
標
識
が
あ
る
の
で
安
心
だ
。 

８
４
坪
、
５
０
０
万
円
の
売
地
の
看
板
が
あ

る
。
ま
た
左
に
曲
が
っ
て
少
し
坂
道
を
登
っ
て

ゆ
く
。
中
央
高
速
を
目
の
前
に
見
下
ろ
す
と
道

は
右
に
曲
が
っ
て
山
方
向
へ
と
向
か
っ
て
ゆ

く
。 ９

時
５
分
、
左
に
富
浜
公
民
館
大
久
保
分
館
。

す
ぐ
に
道
が
二
股
に
分
か
れ
る
。
ど
ち
ら
か
ら

も
い
か
れ
る
よ
う
だ
が
看
板
は
右
方
向
を
指

し
て
い
る
。
左
は
住
宅
に
下
り
て
行
く
よ
う
な

道
だ
。
看
板
通
り
右
に
登
っ
て
ゆ
く
。
森
に
沿

っ
て
い
る
よ
う
な
山
沿
い
の
道
を
登
っ
て
ゆ

く
。
目
の
前
少
し
左
方
向
に
扇
山
の
全
容
が
見

え
る
。 

９
時
１
４
分
、
右
側
の
畑
を
過
ぎ
る
と
山
道

ら
し
く
な
る
。
左
に
曲
が
る
と
右
側
に
砂
防
の

堰
堤
が
あ
り
沢
を
渡
る
形
に
な
る
。 

９
時
１
７
分
、
左
に
曲
が
る
道
の
右
側
に
木

製
の
柱
が
建
っ
て
い
る
。
「
木
食
上
人
供
養 

文
化
七
年
」
と
あ
る
。
登
っ
て
ゆ
く
と
道
が
戻

る
よ
う
に
右
に
曲
が
る
と
左
側
に
特
徴
的
な

台
形
の
よ
う
な
形
の
百
倉
山
が
見
え
る
。
そ
の

奥
左
側
に
は
大
菩
薩
か
ら
連
な
る
滝
子
山
だ

ろ
う
か
山
並
み
が
良
く
見
え
る
。 

９
時
３
２
分
、
左
側
か
ら
の
ル
ー
ト
と
合
流

し
広
い
車
道
に
な
る
。
犬
の
散
歩
の
ご
婦
人
と

挨
拶
を
交
わ
す
。 

９
時
３
７
分
、
右
側
に
細
い
道
が
現
れ
る
。

扇
山
方
向
と
あ
り
、
ク
マ
出
没
注
意
の
看
板
が

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
１
４
号 

２
０
１
９
年
２
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

中
央
線
鳥
沢
駅
か
ら
扇
山
に
登
る
。
富
士
は
見
え
な
か
っ
た
が
冬
の
一
日
、
手
ご
た
え
十
分
の
登
山
だ
っ
た
。 
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あ
る
。
車
道
を
真
っ
す
ぐ
行
け
ば
ウ
エ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
と
標
識
に
あ
る
。
右
に
行
く
。 

道
が
右
に
曲
が
る
と
左
側
一
段
高
い
所
に

山
道
が
あ
り
扇
山
方
向
の
看
板
が
つ
い
て
い

る
。
右
の
車
道
で
行
け
ば
ジ
グ
ザ
ク
の
道
だ
が

山
道
は
真
っ
す
ぐ
進
め
る
よ
う
だ
。
ヒ
ノ
キ
林

の
道
は
傾
斜
が
少
し
き
つ
く
な
っ
て
く
る
。 

９
時
５
５
分
、
右
の
車
道
と
合
流
す
る
。 

１
０
時
１
０
分
、
右
側
に
大
月
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
看
板
、
大
き
な
車
道
の
入
り
口
が
あ

る
。
す
ぐ
に
左
側
に
扇
山
登
山
口
と
あ
る
。「
こ

こ
は
梨
ノ
木
平
」
と
書
い
て
あ
る
。 

左
に
登
っ
て

ゆ
く
と
先
に
到

着
し
て
い
た
川

名
さ
ん
と
無
事

合
流
。
ト
イ
レ
休

憩
。 １

０
時
２
０

分
、
再
出
発
。
横

の
南
天
の
実
が

鮮
や
か
に
真
っ

赤
に
光
っ
て
い

る
。
看
板
に
は
山

頂
ま
で
１
時
間

５
０
分
、
水
場
ま

で
１
時
間
と
あ

る
。
杉
林
の
中
の

傾
斜
を
登
っ
て

ゆ
く
。
途
中
雑
木
林
が
混
じ
っ
て

く
る
。
そ
し
て
森
は
ヒ
ノ
キ
林
に

な
る
が
傾
斜
が
き
つ
く
な
っ
て
く

る
。 １

０
時
５
５
分
、
水
場
に
到
着
。

梨
の
木
平
か
ら
４
０
分
弱
で
到
着
。

標
識
よ
り
は
２
０
分
以
上
早
い
。

水
を
い
た
だ
い
て
小
休
止
。 

１
１
時
２
分
、
出
発
。
す
ぐ
に

左
側
に
山
ノ
神
神
社
の
奥
宮
の
小

さ
な
祠
が
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
の
林
の

中
を
登
っ
て
ゆ
く
。 

１
１
時
２
９
分
、
分
岐
、
右
、

つ
つ
じ
群
生
地
１
０
分
。
左
、
山

頂
ま
で
４
０
分
と
あ
る
。
き
つ
い

九
十
九
折
を
登
っ
て
ゆ
く
。 

自
然
林
に
な
る
と
青
空
が
近
く

な
り
尾
根
が
近
づ
い
て
く
る
。 

１
１
時
５
５
分
、
尾
根
に
到
着
。

左
に
行
け
ば
百
倉
山
方
面
、
山
頂

は
右
方
向
だ
。
小
休
止
。 

広
い
尾
根
道
を
進
ん
で
ゆ
く
。

木
々
に
は
落
葉
松
も
交
じ
っ
て

く
る
。 

１
２
時
１
０
分
、
扇
山
頂
上
に

到
着
。
標
識
通
り
の
時
間
で
到
着
。

山
頂
に
は
沢
山
の
人
が
休
憩
し

て
い
る
。
人
気
の
山
な
の
だ
。
少

し
風
も
あ
り
昼
食
場
所
に
迷
っ

２
月
１
７
日
（
日
）
城
ヶ
島
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
約
３
時
間 

 
 

 京
浜
急
行
品
川
駅
か
ら
特
急
で
終
点
三
崎
口
ま
で
、
バ
ス
で

城
ヶ
島
に
向
か
い
ま
す
。 

 

 

※
三
浦
半
島
１D

A
Y

切
符
が
お
得
で
す
。
１
９
２
０
円 

 

〇
何
か
汁
物
を
作
り
ま
す
。 

○
持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
非
常
食
、 

雨
具
、
傘
、
食
器
、
箸
、
カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止

め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙(

ロ

ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、

ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は
２
月
１
５
日
（
金
）
ま
で
に 

 

現在の収支 

繰越     30037 円 

入金      8084 円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代   400 円 

現在高   36721 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
９
８
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ２月１７日(日) 

京浜急行品川駅 ７：１０発 

特急三崎口行（前から３両目） 
 

途中駅発 

青物横丁 7：13 京急蒲田 7：20  

京急川崎 7：24 横浜 7：34 
 

三崎口 8：23着 (バス乗り換え) 

8：40城ヶ島行き 白秋碑前下車 
 

三浦半島１DAY切符 1,920円 

和
田
さ
ん
よ
り
３
０
０
０
円
、

有
倉
さ
ん
よ
り
５
０
０
０
円
、

打
ち
上
げ
残
金
８
４
円
を
入

金
し
ま
し
た
。 



 3 

た
が
何
と
か
南
側
の
場
所
に
決
定
。
富
士
が
見

え
る
位
置
な
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
雲
が
出
て

い
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

さ
て
、
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
昼
食
。
持
参

の
料
理
を
並
べ
て
、
川
名
さ
ん
は
熱
燗
の
準
備
、

奥
村
さ
ん
は
手
作
り
の
お
で
ん
を
温
め
る
。
戸

丸
も
持
参
の
お
で
ん
パ
ッ
ク
を
温
め
る
。
ど
な

た
か
の
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
熱
燗
も
進
む
。
最
後

に
は
い
つ
も
の
よ
う
に
コ
ー
ヒ
ー
で
し
め
る
。 

記
念
撮
影
の
後
、
１
時
４
５
分
下
山
開
始
。

最
初
は
平
た
ん
な
道
が
１
０
分
ほ
ど
で
急
な

下
り
に
な
り
慎
重
に
降
り
る
。
木
々
の
枝
越
し

に
街
並
み
が
見
え
て
い
る
。 

ま
た
緩
や
か
な
下
り
に
な
る
が
、
あ
ち
こ
ち

に
松
の
木
が
倒
れ
て
い
る
。
松
く
い
虫
の
影
響

か
と
思
わ
れ
る
。 

２
時
１
０
分
、
鳥
沢
駅
９
０
分
の
写
真
付
き

の
看
板
が
あ
る
。
松
が
完
全
に
倒
れ
て
大
き
な

根
っ
こ
の
裏
側
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
る
。 

２
時
１
６
分
、
ル
ー
ト
は
尾
根
を
外
れ
て
右

に
下
り
て
行
く
。
西
日
を
受
け
な
が
ら
自
然
林

を
つ
づ
ら
折
れ
に
下
り
て
行
く
。
森
は
次
第
に

植
林
地
に
な
っ
て
ゆ
く
。 

２
時
５
８
分
、
砂
防
の
堰
堤
横
を
通
過
。
枯

れ
た
沢
で
水
は
流
れ
て
い
な
い
。 

３
時
５
分
、
小
さ
な
水
道
施
設
ら
し
き
も
の

を
通
過
。 

３
時
１
０
分
、
集
落
に
出
る
。
正
面
に
は
倉

岳
山
、
高
畑
山
方
面
が
見
え
る
。
畑
に
は
沢
山

柚
子
が
実
っ
て
い
る
。 

３
時
３
５
分
、
車
道
を
越
え
て
真
っ
す
ぐ
入

っ
て
ゆ
く
。
思
い
の
ほ
か
つ
ま
先
下
が
り
の
下

り
で
気
を
付
け
な
が
ら
下
り
て
行
く
。
少
し
行

く
と
右
側
に
エ
コ
の
里
千
本
桜
の
看
板
が
あ

る
。 道

は
広
い
車
道
に
な
る
。
３
時
４
０
分
、
中

野
バ
ス
停
通
過
。
中
央
高
速
を
く
ぐ
り
右
に
カ

ー
ブ
し
て
ゆ
く
。 

３
時
５
５
分
、
甲
州
街
道
に
ぶ
つ
か
り
右
に

曲
が
っ
て
ゆ
く
。
駅
は
も
う
す
ぐ
だ
。

左
側
の
山
梨
信
用
金
庫
を
通
過
。 

４
時
５
分
、
鳥
沢
駅
の
看
板
。
信
号
を
左
に

曲
が
る
と
鳥
沢
駅
到
着
。 

４
時
２
１
分
の
東
京
行
き
に
乗
車
。
十
分
歩

い
て
疲
れ
た
体
に
暖
か
い
車
内
は
眠
気
を
誘

う
。 打

ち
上
げ
の
た
め
に
５
名
は
６
時
前
に
新

宿
下
車
。
戸
丸
が
以
前
一
度
行
っ
た
西
口
の
店

に
入
る
。
お
刺
身
や
揚
げ
物
も
お
い
し
い
良
い

店
だ
っ
た
。 

扇
山
登
山
、
大
満
足
の
一
日
だ
っ
た
。 
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